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４.誰もが安全で快適に暮らせる北国の地域づくり 

 

 

 

 

 

 

 

（１）広大な地域に人口や都市が分散 
 

 

 

 
■全国人口・面積比 

 
 

 

 

■北海道面積相当地域 

 

             

広大な地域に人口や都市が分散しているにもかかわらず、基幹的な交通網の整備が遅れている。また、
積雪寒冷な気候、全国を上回る急速な高齢化の進行、中心市街地の空洞化、水害・火山災害・地震災害
等の自然災害が頻発するなどの課題を抱える地域である。このため、すべての人が年間を通して安心し
て快適に暮らすための地域づくりを推進する必要がある。 

北海道は、面積が全国の約22％を占めながら、人口は約4.5％にとどまっている。 

資料：総務省統計局「国勢調査」 
地域振興整備公団「地域統計要覧２００１年版」 

資料：国土地理院「全国都道府県市町村別面積調」 

北海道は、関東、中部に新潟県を
加えた面積に相当する広大な地
域に人口や都市が分散している。
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（２）基幹的な道路網の整備の遅れ 
 

 

 

 

 

 

■本州と北海道の都市間時間距離比較 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

北海道の現在の道路網に基づく札幌～網走間や札幌～稚内間、札幌～根室間の時間距離に
ついて、札幌を東京に置き換えると、東京～盛岡間や東京～金沢間、東京～岡山間の距離
に匹敵するほど遠いことになる。 

資料：「北の道ナビ」ＨＰ 

日本道路公団「ハイウエイナビゲータ」 

注 ：平成１５年１２月現在 

注）都市間の時間距離は、札幌（または東京）を中心

とし高速道路を利用した場合の役場間の最短時間

距離である。なお、本州の場合は、目的地に最寄

りのＩＣまでとしている。 
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 ■特定地方交通線の廃止とバス交通依存圏の拡大 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■高規格幹線道路の整備状況 
 

 
 

注）国土カバー率：１時間以内に

高規格道路のインターチェン

ジに到達できる面積の割合 

北海道では、特定地方交通線の廃止に伴い、都市間移動を自動車やバス交通に頼らなくては
ならない地域が多くなっている。 

北海道においては、自動車・バス交通依存圏が拡大しているが、これに対応する高速道路の
整備が遅れている。 

資料：北海道開発局調べ 
（％） 

（Ｈ１５年４月） 
（％） 

（Ｈ１３年度末） 

バス交通依存圏

資料：北海道開発局調べ



 

 
広大な面積を有する北海道においては、地方センター病院が９施設しかなく、面積率で約４

割が90分以内に到達できない地域となっている。  
 

 

  ■地方センター病院90分カバー圏 

 
平成１４年度地域医療（北海道保健福祉部地域医療課）、H１１道路交通センサス（平成１４年度末ネ

ットワークを想定）、国勢調査（平成１２年）、全国都道府県市区町村別面積調（平成１１年） 
 

（３）積雪寒冷な気象条件 
 

 
積雪寒冷地である北海道では、冬期において、特に山間部や海岸部を中心に吹雪や雪崩等に

よる通行止めが多く発生している。 
 

 

 

■降・積雪、吹雪、雪崩による通行止め 
【過去10年間（平成５年～平成14年） 

の通行止め内訳（合計１２６９件）】
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注）その他とは、地すべり、

河川増水、事前通行規制、

事故等である。 

1回

資料：北海道開発局調べ 
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■札幌市内の秋・冬期別旅行速度と東京23区の旅行速度比較 

 

 
             

 

 

 

 

 

■雪道転倒における救急出動件数の推移（札幌市） 

 
 

資料：札幌市消防局科学研究所「転倒負傷者の救急搬送実態」            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道では、冬期において降雪や視程障害、路面の凍結などにより、旅行速度が大幅に低下
する。 

路面状況の悪化は自動車交通のみならず歩行者にも影響を及ぼし、経済活動や日常生活に大
きな影響を与えている。 

資料：平成１１年道路交通センサス
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（４）全国を上回る急速な高齢化の進行 
 

 
 
 

 

 

 

■総人口の将来推計 
 

 
       

 

 

■総人口の推移     ■老年人口（６５歳以上）の割合推移 

 
 

 

 
資料：国立社会保障・人口問題研究所「都道府県の将来推計人口」、総務省統計局「国勢調査」 

 

単位：％ 単位：％ 

注１）２０００年を１００とした場合の指数 
２）「老年人口割合推計」については、２０００年までは実績値。推計はいずれも中位推計。 

単位：千人 

 資料：国立社会保障・人口問題研究所「都道府県の将来推計人口」、総務省統計局「国勢調査」

国立社会保障・人口問題研究所の将来人口推計によると、日本の人口は平成18年から減少す
ることが予測されているが、北海道では人口減少が既に始まっており、高齢化の進行につい
ても全国より速く進むことが予測されている。 
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高齢者や移動制約者が安全に暮らし、社会参加できるような公共空間のバリアフリー化の推
進が求められているが、北海道は主要な旅客施設のバリアフリー施設整備状況が全国と比較
し遅れている。 

住宅に関する「手すりの位置」、「車椅子で通行可能な廊下幅」、「段差の解消」などのバ
リアフリー化の状況は、低い水準にとどまっている。 

■旅客施設のバリアフリー施設整備状況 

注）旅客施設（１日あたりの平均利用者数が 5,000 人以上のもの） 

資料：北海道運輸局調べ

■住宅バリアフリー化の状況 

資料：平成１０年住宅需要実態調査



  34

（５）住まいの状況 
 

 

 

 
 

■一住宅（ストック）当たりの平均床面積の推移 

 
 

 

 

 

 

■地域別にみた住宅所有別関係割合】 

 

北海道における一住宅当たりの平均床面積は、年々増加傾向にあるが、全国と比較し低水準にと
どまっている。 

北海道は全国と比較し持ち家率が低く、特に産炭地域では公的借家率が４割近いなど、公的
借家への依存度が高くなっている。 

資料：住宅・土地統計調査

資料：平成10年住宅・土地統計調査

注）産炭地域５市とは産炭地域振興臨時措置法で定める産炭地域（11市、3郡、13町）のうち、特に人口減少が
著しい５市（赤平市、歌志内市、夕張市、芦別市、三笠市）とする。 

注）「その他地域」は、札幌・函館・旭川市以外の市町村であり、産炭地域５市の数値も含まれる。 
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（６）多い交通事故死者数 
 

 

 

 
 
 
 
 
■全国の交通事故死者数ワースト３ 

 
 
 
 
 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：北海道警察本部「交通年鑑」

資料：事故データ：交通年鑑（北海道警察本部） 

※Ｈ８～Ｈ１２の平均値 

走行台キロ：道路交通経済概要 

（自動車輸送統計年報Ｈ１１） 

資料：Ｈ１２交通事故統計年報 

（(財)交通事故総合分析センター）

※死者率＝ 
交通事故死者数×１億 

日交通量×道路延長（㎞）×年間日数 

■違反別死亡事故件数のシェア
■交通事故死者率 

北海道の交通事故死者数の推移をみると、平成14年は前年より死者数が23人減少して493人と
なるなど、減少傾向にあるが、都道府県別では11年連続ワースト１位となっている。また、
走行１億台キロ当たりの死者数（交通事故死者率）は、全国平均の約1.2倍、法令違反別の死
亡事故のうち約25％を占める最高速度違反の割合は、全国平均の約1.5倍となっている。 
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（７）高い自然災害の危険性 
 

 

 

 

 

 

■北海道の活火山と常時観測火山 

 

 
 

 

■北海道の主な火山災害 

 
資料：国土交通省「国土統計要覧」、気象庁ＨＰ        

北海道には、平成12年に大噴火を起こし多大な被害をもたらした「有珠山」を始めとする18
（全国で108）の活火山があり、うち５火山は常時観測火山となっている。 
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■北海道に被害を及ぼした主な地震・津波 

（昭和３５年以降） 

 

 

 

 

■北海道港湾における耐震強化岸壁整備状況（平成１４年度末） 

 
 

北海道では、近年においても釧路沖地震（Ｈ５年１月）、北海道南西沖地震（平成５年７月）、
北海道東方沖地震（Ｈ６年10月）、十勝沖地震（Ｈ15年９月）などに代表される大規模地震
が発生している。 

☆津波による被害が発生した地震 

①～⑩：主な地震震源地 
（左表の地震・津波状況に対応）

資料：地震調査研究推進本部資料

地震災害時においては、緊急物資の輸送拠点として港湾が重要な役割を果たすが、北海道の
港湾における耐震強化岸壁整備は、十分ではない。 

資料：北海道開発局調べ 
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■過去２0年間（198１～200０）の水害被害額合計 

2,275

5,347

1,306

4,553

1,568

4,020

2,025

3,187

1,246

3,837

1,905

3,114

1,593
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2,405
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1,147

3,511

0
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2,000

3,000
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5,000
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被
害
額

北海道 長野 福島 熊本 兵庫 鹿児島 島根 高知 東京 新潟

単位：億円

7,622

5,859
5,588 5,212

5,083 5,019
4,792 4,717 4,706 4,658

＊ 上段(公共土木施設)は、昭和５６年から平成１２年までの､下段(一般
資産)は、昭和５５年から平成１１年までの過去２０年の被害額の合計

平成１１年価格

 
          

 

 

 
 
 

 

 

 

 
 

北海道では、人口や資産が石狩川や十勝川などの大河川沿いの低平地に集中しており、ひと
たび水害が発生すると被害が広範囲に及ぶことがあり、過去20年間の都道府県別の水害被害
額をみると最も多くなっている。 

※暫定値 

■近年の主な洪水被害概要 

資料：北海道開発局調べ 

厚別川厚別川厚別川厚別川  

昭和56年 石狩川（旧美唄川））. 平成１５年 厚別川

資料：国土交通省河川局「水害統計」


